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要 約

2021 年 12 月 25 日、管内 2 農場において、県外の豚熱発生農場から購入した精液を使用

して人工授精した豚が疑似患畜となり、防疫措置を実施した。12 月 26 日に防疫措置は終

了したものの、飼養豚のうち一部の豚のみが殺処分対象となり、事前に作成していた防疫

計画の修正による対応の遅れが生じたほか、庁内ネットワークの停止による情報共有の不

足、家畜防疫員の配置の不備等が原因となり、現地対応に混乱をきたした。防疫措置終了

後、問題点を洗い出したところ、情報共有不足、初動対応の遅れや人員や資材の過不足等

があげられた。対策として他部署との情報共有の強化、防疫計画を速やかに作成する為の

環境整備、初動対応の効率化、新たな必要資材の追加等を実施したほか、他事務所や防疫

作業の協力協定を締結している団体との意見交換会等を継続することとした。これら対策

の一部は静岡県行政経営課が実施する業務改善活動の一環として実施し、本年度以降も対

策を継続し防疫対応の改善に繋げる予定である。

はじめに

2021 年 12 月 24 日、宮城県の農場において

豚熱発生疑いが生じた際、当所管内の 2 農場

が当該農場から購入した精液を使用していた

ことが判明した。翌 12 月 25 日、宮城県での

患畜が確定し、2018 年に岐阜県で豚熱が発生

して以降、静岡県では初となる豚熱防疫措置

を実施した。さらに、今後の発生に備え、今

回の防疫措置における課題を洗い出し、改善

を行ったので報告する。

材料と方法

１）発生の概要

12 月 24 日、宮城県内の農場で豚熱疑い事

例が発生し、当所管内 2 農場（A 農場、B 農場）

（表１）が同農場から精液を購入していたと

の連絡が同日 16 時 30 分にあった。豚熱に関

する特定家畜伝染病防疫指針に基づき、豚熱

の病性等判定日から遡って 21 日目の日から

現在までの間に患畜又は初発の疑似患畜から

採取された精液を用いて人工授精を行った豚

も疑似患畜と判定されることから、A 農場は

77 頭、B 農場は 7 頭が疑似患畜となる可能性

があることが判明した。翌 12 月 25 日、宮城

県内の農場での発生が確定し、管内 2 農場で

の防疫措置を開始した。

２）初動対応準備

宮城県から情報を得た時点での不安材料と

して、本事例が静岡県では 2018 年の岐阜県で

の豚熱発生以降初となる豚熱防疫対応であっ

たことに加え、2 農場同時かつ飼養豚の一部

のみを殺処分対象とする防疫措置となったこ

とで家畜防疫員の配置や作業員の必要人数及

び物資の再考が必要になった事が挙げられた。

また、普段、情報伝達・共有に用いる静岡県

の庁内ネットワークが 12 月 25 日にメンテナ

ンスにより停止予定であり、通常とは異なる

方法での情報伝達・共有が必要となった。

また、初動対応時に防疫計画作成の遅れに

より先遣隊派遣が遅れ、十分な事前調整がで

きなかった。さらに、庁内ネットワーク停止

により防疫拠点の変更といった情報が伝達で

きず混乱が生じた。さらに、協定団体との認

識の不一致により資材購入やレンタル物資借

り入れが想定どおりに行えなかったことや、

動員についても本来担当する班以外が実施す

A農場 B農場
総飼養頭数（頭） 約6,900 約2,400
殺処分頭数（頭） ７７ ７

防疫措置開始 12/25 20:30 12/25 19:30
防疫措置完了 12/26 17:30 12/26 10:00

表１ 各農場の概要



る等、防疫計画調整時点では想定外の事態が

発生した。

３）防疫作業

A 農場の防疫拠点では資材管理や防疫服の

着脱補助が十分にできなかった。B 農場の防

疫拠点では資材が届いた際に夜間で周囲が暗

く、防疫拠点に必要な資材の選別及び確認に

時間がかかった。

殺処分は両農場ともに電殺と薬殺で実施し

た。しかし、殺処分した豚を入れるためのフ

レコンバックが不足し、12 月 25 日は処分済

の豚をシートで被覆するのみであり（図１）、

12 月 26 日にフレコンバッグに投入した。

B 農場では豚舎内にて殺処分を行い、農場

が所有するホイルローダーを用いてフレコン

バッグに投入し、トラックにて埋却予定地へ

搬出した。しかし作業員用のヘルメットが不

足したほか、作業中にフレコンバッグの紐が

切れる事態も発生した。さらに両農場とも、

重機オペレーターが防疫作業動員者内に不在

であり、農場従業員に重機操作の協力を依頼

した。

埋却作業は、当初は殺処分開始直後から実

施する予定であったが、埋却作業を担当する

建設業協会との調整不足により、殺処分を開

始した深夜の埋却作業は実施できなかった。

防疫措置は A 農場は 25 日の 20 時 30 分に、

B 農場は 25 日の 19 時 30 分に開始し、作業の

中断と再開をはさみ、B 農場は 26 日の 10 時

に、A 農場は 26 日の 17 時 30 分に完了した（表

２）。作業員動員数は、延べ A 農場 178 人、B

農場 62 人、合計 240 人であった（表３）。

図１ シートで被覆される前の豚

成績

防疫措置終了後、防疫作業を行った職員へ

の聞き取りなどから問題点を洗い出し、原因

を分析し、問題解決のための課題を設定した。

防疫措置における問題点を洗い出した結果、

以下の①～⑨のとおり整理された。

①庁内ネットワークの停止により連絡体制

に不備が生じ、情報共有に支障をきたした。

②作業の中断と再開をはさんだ事で現地引継

時間が設定されず、十分な情報共有ができな

かった。③当所の認識不足により、進捗状況

や作業内容といった情報を作業者に伝達せず

作業員の不安の原因となった。④防疫計画の

調整遅れにより防疫措置開始直後からフレコ

ンバッグ等、必要資材が不足し追加発注が必

要となったほか、重機オペレーター不在で農

場従業員に協力を仰いだ。⑤防疫員人数の不

足により指示連絡者が未設置となり、現場対

応が混乱した。⑥防疫拠点係の認識不足によ

り防疫服着脱指示、資材管理等を十分に行え

なかった。⑦建設業協会との調整不足により、

本来埋却作業開始を予定していた発生当日の

深夜に埋却作業を行えなかったほか、レンタ

ル協会等についても調整不足により物資の調

表２ 防疫措置の経過

表３ 作業員動員数（人）



達ができなかった。⑧防疫計画の調整遅れに

より、防疫拠点の必要物品である防寒具、ト

イレ、投光器が不足し、飲用水と食事に対す

る準備や周知がなく作業員の不満の一因とな

った。⑨フレコンバッグの紐が切れる、作業

員用のヘルメットが不足する等作業安全に関

する対策が不十分だった。

これらの問題点について、①、②及び⑦は

情報共有不足、④及び⑧は初動対応の混乱、

③、⑤、⑥及び⑨は現状の防疫対応の混乱に

より発生したと考えられた。

これらの問題点が発生した原因について、

今回の防疫措置は 2 農場同時かつ飼養豚の一

部のみが殺処分対象となり、当所にとって想

定外の発生事例であったことにより防疫計画

作成が遅れ、情報共有不足及び関係者の認識

不足もあり、初動対応及び現場対応の混乱を

引き起こしたためと考えられた（図２）。

そこで、今後の防疫措置を改善するため、

洗い出された問題点から対策を検討し、１）

情報共有の強化、２）初動対応の効率化及び

３）防疫対応の見直しの 3 点を課題として設

定し対応することとした。

図２ 防疫措置の問題点と課題の設定

１）情報共有の強化

今回の対応では県庁内の他部署、協定団体

ともに情報伝達に不備が生じた。

具体的には、県庁内の他部署との情報共有

においては、動員要請に関する情報等、防疫

計画の共有が十分にできなかった。これを受

け、他部署との情報共有ができるよう、通常

時に利用しているサーバーとは別のファイル

サーバー（統合ファイルサーバー）を用いて

関連資料について保管し共有することとした。

また、情報共有を円滑に行うため WEB 会議

ツールとチャットツールを活用したオンライ

ンミーティングを実施することとした。なお、

この WEB 会議ツールとチャットツールについ

ては、今回の対応時に停止していた通常ネッ

トワークとは別のネットワークとなるため、

通常ネットワークがメンテナンス等で利用で

きない場合も利用可能である。

協定団体については、建設業協会との調整

不足により深夜の埋却作業が実施できず、レ

ンタル協会等との連絡不備により物資の調達

ができなかった。これを受けて建設業協会と

資材調達に関して調整を行ったほか、レンタ

ル協会等の他の協定団体とも調整を行い、再

度平常時からの関係構築を図ることとした。

２）初動対応の効率化

今回の初動対応では、想定外の発生事例で

あったことで防疫計画の作成が遅れ、その後

の対応に影響が及んだため、初動対応の効率

化を図ることとした。

速やかな防疫計画作成のためには、まず所

内の書類の保管状況やデータの保存場所とい

った所内環境を整備する必要があると思われ

た。そこで所内環境の整備として所内の不要

な書類の廃棄及び必要な書類の整頓を実施し、

所内共有ハードディスク内のフォルダの整理

を実施した。また、作業員人数等に明確なル

ールが無いまま防疫計画を作成していたこと

から、防疫計画作成時の必要人数の根拠を明

確にするためのミーティングを重ねた。さら

に、これまで殆どの防疫資材を中遠総合庁舎

に保管していたが、当所車庫を防疫資材の倉

庫として活用することとし、用途により防疫

資材の保管場所を総合庁舎と当所倉庫に分け、

作業員の集合場所となる総合庁舎にはそこで

必要な物資のみを保管することとした。これ

らの所内環境整備は、静岡県経営管理部行政

経営課が実施する業務改善活動の一環として、

所内だけではなく外部の専門家の助言を得な

がら実施し、年度が変わって職員が入れ替わ

っても対策を継続するシステムを構築した。

また、重機オペレーターは協力要請を計画的

に行うこととした。

３）防疫対応の見直し

今回の防疫措置で生じた問題点を改善する

ため、家畜防疫員の不足等により設置されな

かった指示連絡者や現地引継時間の設置を再

確認した。また、今回は殺処分頭数が少なか

ったことから他家保への協力を依頼しなかっ

たが、発生時は原則として他家保の協力を得

ることとした。また、防疫拠点の運営改善を



図るため、防疫拠点係に対する研修を行い、

その業務内容を再確認した（図３）。

また、作業員に対して作業内容や進捗状況

等の情報提供を行い、作業安全についても周

知するほか、作業員用の飲用水や食事にも配

慮することとした。さらに意見交換会を継続

し円滑な防疫対応を目指すこととした。

図３ 防疫拠点係に対する研修

考察

今回の豚熱防疫対応では開始から 24 時間

以内に防疫措置を完了したものの、多数の問

題点が浮かび上がった。問題点は想定外の発

生事例であったことに起因するものと、当所

の準備不足に起因するものが挙げられたが、

特に想定外の発生事例であったことに起因す

る問題点は、通常の発生事例では問題点とし

て挙がることは無かったと思われるため、今

回の状況及び当所の対策を関係機関と共有し、

次回以降の発生に備える必要があると思われ

た。

また、今回の発生事例を踏まえた対策を静

岡県経営管理部行政経営課が実施する業務改

善活動の一環として実施したことで、外部か

らの意見を取り入れることが出来た。しかし、

防疫対応は所内だけではなく他部署や外部団

体も交えて実施する必要があるため、今後も

業務改善活動を生かし防疫対応の改善を継続

するとともに、他部署や外部団体との意見交

換、調整を継続することが重要である。



４ 初動防疫対応の円滑化を目指した業務改善活動について

西部家畜保健衛生所

○貞弘 真行、藤巻 章郎

要 約

2021 年 12 月 25 日に、県内で豚熱の疑似患畜が確認された事に伴い実施した防疫作業に

おいて、様々な問題が発生した。これらの問題の改善策を検討する中で、個々の問題解決

だけでは無く、根本的に業務のやり方を見直す必要があると考えられた。そこで、当所で

は職員が一体となり、県行政経営課が推進する業務改善活動を活用し、日常業務の効率化

や、執務作業環境の改善を実施するとともに、特定家畜伝染病防疫関連業務の適正化につ

いて継続的に取り組む計画を作成しているのでその概要を報告する。

はじめに

2021 年 12 月 25 日に県内で豚熱の疑似患畜

が確認され、2018 年に岐阜県で豚熱が発生し

て以降、県内で初めて防疫作業を実施した際

に様々な問題が発生した。防疫作業で発生し

た問題の改善策を検討する中で、個々の問題

の解決だけではなく、根本的に業務のやり方

を見直す必要があると考えられたため、初動

防疫対応の円滑化を目指し、当所職員が一体

となり、業務改善活動を実施した。

１）防疫作業の問題点と要因

具体的な問題のうち主なものは、以下のと

おりであった。

・一部の飼養豚の殺処分のため事前に作成し

た防疫計画が使用不可

・現地に動員した家畜防疫員の人数不足

・関係各所との情報共有不備

・資材不足

問題が発生した根本的な原因として、防疫

作業に対しての準備不足が考えられた。

２）業務改善活動とは

a. 概要

経営管理部行政経営課が県組織から参加

所属を募り、業務プロセスを見直すことで、

業務の無駄を無くし、必要なことに注力で

きる体制を構築するための活動である。

b. 特徴

職員の意見を反映させながら職場全体で

活動に取組むこと、専門家の視点やアドバ

イスを取入れ活動を実施すること、低予算

で実行可能なこと（物品の購入が伴うこと

も含む）行政経営課で支援してくれること

が、本活動の特徴となっている。

ｃ. 全体スケジュール

5 月にイントロダクションとして、業務

改善活動全体の研修を受講し、6 月、7 月及

び 9 月に、業務改善活動で使用するフレー

ムワークを学習し、各期間でフレームワー

クを実践した。その補助として専門家によ

る個別相談を利用した。（図１）

図１ 全体スケジュール

d.実施体制

業務改善は防疫班長をリーダーとし、7 人

のメンバーで、1 回あたり 1 時間のミーティ

ングを月 2 回程度実施した。

材料と方法

１）業務改善活動の目的・目標の設定

業務改善活動を実施する中で、方向性を見

失わないようにするため、目的、目標及び数

値目標（以下 KGI）を設定した。

２）原因分析

目標と現状の乖離を問題点として把握し、

乖離が発生した根本的な原因を探った。



３）課題の抽出及び具体的な改善策の設定

原因分析の結果より、それを解決するため

の課題を抽出し、具体的な改善策を設定し、

業務改善体系図を作成した。

４）改善策

業務改善体系図の中の改善策において、比

較的容易なものについては、即時実行してい

くこととし、業務フローが複雑なものについ

ては、概略業務フローを作成し、改善策を実

施するための阻害要因を探り、それらを排除

するための具体的な作業項目、担当者、実施

時期を記載した詳細な実施計画を作成した。

成 績

１）業務改善活動の目的・目標の設定

業務改善活動を実施する目的は「特定家畜

伝染病被害の拡大防止」とし、目標は「初動

防動対応の効率化（KGI:異常通報から防疫作

業開始までの全作業工程を疑似患畜（等）確

定までに 100％完了させる）」とした。

２）原因分析

KGI の達成を困難にしている原因は、以下

のとおりであった。

a.時間の問題

特定家畜伝染病関係について防疫計画の

運用方法や作成した防疫計画を検討する時

間が不足していた。

b.業務の属人化

防疫計画様式の複雑さや、防疫計画作成

根拠が人により異なっていることで、作成

者以外修正できない状態となっていた。

また、過去に実施した関係機関との打合

せ記録や、様々な通知が共有ハードディス

ク（以下共有 HD）内のどこに格納されてい

るのか担当者以外分からなくなるという引

継ぎ不備（前任者による業務の属人化）が

あった。さらに、防疫演習等で判明した問

題について、その場では解決するが、課内

全体で継続的に共有できていない状態であ

った。

c.場当たり的な対応

当所として、防疫計画の運用方法等につ

いてどのような問題があるか検討が出来ず、

指摘された問題への対応しか出来ていなか

った。

３）課題の抽出及び具体的な改善策の設定

原因分析の結果、課題と改善策を以下のと

おりに設定した。

a.執務・作業環境の整備

特定家畜伝染病関係について防疫計画

の運用方法や作成した防疫計画の検討時

間が不足していることから、時間を確保

するため、準備室及び防疫資材庫の整理

を行った。

執務室、書庫、共有 HD の整理及び日常

業務の整理として、共有 HD 運用ルールの

設定やフォルダ管理方法を見直した。

b.防疫措置関連業務の適正化

業務が属人化していることや、場当り

的な対応という防疫措置に関連した業

務についての不十分な推進体制を改める

ため、適正な防疫計画を作成するための計

画を課員と共有化し来年度以降も継続的に

特定家畜伝染病防疫関連業務を適正化して

いくこととし、１）～３）の項目をとりま

とめた、具体的な業務改善体系図を作成し

た(図２）。



４）改善策の実行

業務改善体系図の中の改善策において、比

較的簡易な a、ｂ、ｃ、ｄ及びｆについては、

以下のとおり、改善を行った。

a.検査棟準備室の整理

農場への出動時間を短縮する目的で、準

備室の整理を実施した。

以前から、出動用の資材をまとめてあっ

たが、資材の見直し等がされていなかった

（写真１）。

写真１ 整理前

資材の見直しや、不要な物品の整理を実

施した（写真２）。

写真２ 整理後

b.防疫資材庫の整理

2019 年度までは、集合施設として使用す

る農林事務所に多くの防疫資材を備蓄して

いたが、農林事務所の職員が使用すること

が多い集合施設と消毒ポイント用の資材を

図２ 業務改善体系図



備蓄し、発生農場で使用する資材は当所に

備蓄することとした。（写真３）

写真３ 防疫資材庫

c.執務室・書庫・共有 HD の整理

日常業務に要する時間を削減するため執

務室等を整理し、必要な書類にアクセスし

やすくした。

d.日常業務の整理

業務改善活動メンバーの業務の中で所要

時間の多い、繰返しの業務について IT 化や

様式等を工夫することで作業時間の短縮に

取組み始めた。具体的には、月報、豚熱ワ

クチン接種業務については、複数のファイ

ルの数値を管理し、報告様式に必要な数値

に加工していたが、クラウド型の業務改善

プラットフォーム（kintone○
R ））を利用する

ことで、数値の加工が必要なくなるような

プログラムを作成を開始した。薬事業務に

ついては記入例を作成した。

ｆ.防疫説明会オンライン化

11 月に開催した現地対策本部運営演習

では、本部員を対象に統合ファイルサーバ

ー、オンライン会議システム（JitsiMeet）、

チャットサービス（RocketChatt）を活用し、

メール以外での情報伝達・共有方法を検証

し、次年度のオンライン防疫説明会の予行

演習を行った。

写真４ オンライン化

また、業務改善体系図の中でも解決に時間

がかかり複雑な項目ｈについては、概略業務

フロー及び実施計画書を作成することとした。

h.適正な防疫計画の作成

ア）概略業務フローの作成

県が防疫計画として指定した項目を

書出し、それぞれにどのような関連が

あるかフローを作成し、阻害要因を洗

い出した（図３）。具体的な阻害要因は

以下のとおりであった。

A.農場情報についての整理がされて

いない

B.防疫拠点作業員の必要人数につい

ての考え方が整理されていない

C.殺処分作業員数が整理されていな

い

D.農場毎に第 2 集合施設の場所の設

定についての考え方が整理されて

いない

E.防疫支援班作業員人数について考

え方が整理されていない

F.健康対策班員人数についての考え

方が整理されていない

G.自衛隊についての考え方が整理さ

れていない

H.焼埋却作業員必要人数についての

考え方が整理されていない

I.焼却についての考え方が整理され

ていない

J.埋却についての考え方が整理され

ていない



K.移動式レンダリング装置の利用に

ついての考え方が整理されていな

い

L.消毒ポイントリストについての考

え方が整理されていない

M.各消毒ポイントについてのアプロ

ーチ方法が整理されていない

図３ 概略業務フロー

イ）実施計画書の作成

実施計画書の中で、阻害要因を排除

し改善策を推進するための行動を下記

A.～D.のとおりとし、それぞれに具体

的な活動内容を設定した。

A.防疫計画の様式の整理のために必

要な詳細項目の設定

（ア）初動時に必要な様式の確認

（イ）様式内の不要な項目につい

て検討

（ウ）家保独自の様式の作成につ

いて畜産振興課に確認

B.防疫計画作成根拠の設定

防疫計画作成のために必要な下記

（ア）から（ス）の項目について検

討し、必要に応じ、更に詳細な項目

についても設定した。

（ア）農場情報

ⅰ）共有 HD 内の格納場所の検討

ⅱ）共有 HD の管理方法の検討

ⅲ）様式に合せた情報の収集

（イ）防疫拠点作業員の必要人数

についての考え方の整理

（ウ）殺処分作業員数

ⅰ）採卵鶏の必要人数の検討

ⅱ）ブロイラーの必要人数の検

討

ⅲ）豚の必要人数の検討

ⅳ）牛の必要人数の検討

（エ）農場毎の第 2 集合施設の場

所の設定

ⅰ）道路に設置する場合

A）道路案内について防疫拠点

係 1 名の配置で問題ないか

検討

B）設定した場所について警察、

バス会社の了解を得る

ⅱ）公民館に設定する場合

A)公用車、マイクロバスの運

用について検討

B)乗り換え案内として防疫支

援班員 1 名で問題ないか検

討

（オ）防疫支援班作業員人数につ

いての考え方を整理

（カ）健康対策班員人数について

の考え方を整理

（キ）自衛隊

ⅰ）農場毎に自衛隊が使用する

拠点（案）を作成し、市町の

了解を得ることとし、自衛隊

の拠点運営に県職員が必要か

確認

ⅱ）殺処分時に家畜防疫員が何

人必要か確認

（ク）焼埋却作業員

ⅰ）建設業協会が埋却作業を請

け負う場合は、連絡要員（県

職員）を動員する部署につい

て検討

ⅱ）一社のみで作業を請け負う

場合の県職員の必要人数を検

討

ⅲ）1 クール目が夜間となる場

合、各協会に作業を実施する

か確認

（ケ）焼却

ⅰ）各焼却施設の使用可否の確

認

ⅱ）各焼却施設の汚染物品投入

方法の確認

ⅲ）各焼却施設における県職員

の必要人数を検討

ⅳ）家畜の焼却の実施について

地域住民の同意が得られるか

を確認



（コ）埋却

ⅰ）建設業協会の現地確認

ⅱ）埋却の実施について地域住

民の同意が得られるかを確認

（サ）移動式レンダリング装置の

利用

ⅰ）設置場所案の作成

ⅱ）業者による設置場所へのレ

ンダリング装置移動ルート確

認

ⅲ）県職員の必要人数の検討

ⅳ）生成物の処理場所の検討

ⅴ）生成物の処理について産業

廃棄物協会に確認

ⅵ）公設焼却施設での県職員の

必要人数の検討

ⅶ）民営焼却施設の、県職員の

必要人数の検討

（シ）消毒ポイントリスト

ⅰ）消毒ポイントの設置数、設

置場所の考え方を整理

ⅱ）事前に対象施設への利用可

否の確認

ⅲ）適当な場所がない場合は、

道路への設置を検討

（ス）各消毒ポイント

ⅰ）対象施設への説明

ⅱ）道路に設置する場合は警察、

県市町に許可を得る

C.各種マニュアルの精査

D.家畜保健衛生所内での適正な防疫

計画を作成するための体制の整備

（ア）防疫計画作成作業をする職

員へ作業内容をレクチャーし、

平準化する

（イ）防疫計画作成後は、定期的

に見直す必要がある項目につい

ては、更新ルールを作成する

（ウ）継続的に更新できるように

作成担当者を事務分掌等で定め、

明確化する

また、以下の項目については、来年度以降

に実施する継続課題とした。

e.防疫作業員チェック体制整理

g.防疫関連マニュアル等の運用方法につい

ての共通認識の醸成

考察

検査棟準備室の整理、執務室・書庫・共有

HD の整理、日常業務の整理を実施することで、

特定家畜伝染病関係について防疫計画運用方

法や作成した防疫計画検討時間を確保する目

処がたち、特定家畜伝染病に関する様々なフ

ァイル等を確実に引継げるようになった。

現在、適正な防疫計画を作成するための実

施計画を策定中で、策定後は、何を、いつま

でに、誰が、どうやって作成するか明確にな

り、業務に優先順位をつけることが出来るよ

うになるため、業務の属人化を防ぎ、計画的

な業務遂行が可能になる。

行政経営課が当所に対して実施する業務改

善活動は今年度で終了するが、今年度取組ん

だ手法を活用し、来年度以降も業務改善活動

に取組んでいく。





５ 特定家畜伝染病発生時の速やかな初動体制を確保するための取組(第２

報)

東部家畜保健衛生所

〇和田 みなみ、久保山 雪子

要 約

特定家畜伝染病の発生時、防疫措置の速やかな開始には初動体制の整備が不可欠である。

当所では、伝染病発生への備えとして毎年防疫演習（以下、演習）を実施している。今回、

防疫拠点（以下、拠点）設置の演習において、実際の初動動員人数で、カゴ台車等に集約

した拠点用資材を、迅速に当所から拠点へ搬出できるかを検証した。資材の集約により、

資材確認までは速やかに行うことができたが、トラックへの積込みは、資材の形状等を考

慮せず行ったことで、積直しを要した。また、演習後のアンケート結果から、拠点設置時

に拠点係長 1 人では作業員全体への指示伝達が困難であることや、拠点見取図等の資料不

足といった問題点が明らかになった。今後も演習と問題点の改善を重ねながら、迅速な初

動体制の整備を進めていく。

はじめに

国内では豚熱、鳥インフルエンザ等、特定

家畜伝染病の発生が相次いでおり、速やかな

防疫措置開始のために初動体制の整備が必要

不可欠である。

昨年度、集合施設用資材の備蓄方法を見直

し、所内 3 箇所に分けて保管していた資材を

1 箇所に集約した。また、初動（1 日目第 1 ク

ール）分の資材をカゴ台車に集約、伝染病発

生時に集合施設となる東部、富士、賀茂の総

合庁舎に配備した。

今回は、防疫拠点（以下、拠点）用資材に

ついてもカゴ台車等に集約し、防疫演習（以

下、演習）にて家保職員以外でも、迅速な資

材確認と搬出が可能であるかを検証した。

材料と方法

演習は、県東部の養豚場において豚熱が強

く疑われたという想定で実施し、東部及び富

士農林事務所職員から、予め要員として指名

されている防疫支援班員 18 名、現地班員 37

名が参加した。

１）事前準備

資材は、事前に拠点用と農場内用に分類し

てリスト化し、4 台のカゴ台車等に集約した

（表１、写真１）。また、防疫資材に馴染みの

ない職員でも分かるよう、資材外箱に資材名

を記載し、文房具等の小物類を集約したコン

テナには、内容が一目で確認できるように一

覧を貼付した（写真２）。

表１ 資材リスト（一部抜粋）

チェック カゴ台車 積載量 備考
防護服（タイベック）M/L/XL 各100着（1箱） 装備
インナー手袋 M/L 各100双（1箱） 装備
アウター手袋 M/L 各100双（1箱） 装備
マスク(N95) 120枚（1箱） 装備
ゴーグル 200個 装備
貯水タンク(コックあり） 4個 手洗い
工具一式 2セット 拠点小物
コンテナボックス① － －
簡易帽子(ギャザーキャップ) 100枚（2箱） 装備
インナー手袋 S 100双（1箱） 装備
簡易マスク 100枚 装備
曇り止めスプレー 10本 装備小物
コンテナボックス② － －
乾電池（単１,2,3,4） 各50個 拠点小物
掛け時計 2個 拠点小物
腕時計 11本 リーダー用
コンテナボックス③ － －
消毒用アルコール 10本 拠点小物
救急箱 1セット 拠点小物
コンテナボックス④ － －
ペーパータオル 10パック 手洗い
うがい液 1本 手洗い

チェック カゴ台車外 個数
長靴24/25/26/27/28cm 38/30/40/34/8足 装備

会議室 会議用テーブル（大） 4台 本部
会議室 パイプ椅子 10脚 本部

流し台 2台 手洗い
防疫資材庫 インバータ発電機（2.8KVA防音） 10台

バルーン式投光機（電気式） 5台
防疫資材庫 高圧洗浄機（エンジン式動力噴霧器） 3台 消毒機器

ホワイトボード 2台 拠点小物
軍手 48双
トイレ簡易水洗　大小兼用（紙トイレ） 1台
紙トイレ部品 1セット
簡易テント（仮設テント） 5張り 拠点用
バルーン式投光機（電気式） 5台
ポリタンク100L/200L 1個/2個 消毒小物
ポリタンク200L 2個 消毒小物
アストップ18L 1本 消毒薬
パコマ1L 15本 消毒薬
ブラシ（長靴底・ボンベ用） 4本 消毒小物
炭酸ガスボンベ台車 6台 殺道具
パレット 5枚 拠点用
一輪車 1台
脚立 1台
コーンバー(トラジマバー) 10本
剣先スコップ（丸スコップ） 4本
平スコップ（角スコップ） 3本
角材 6本 殺道具
竹ほうき 5本 消毒小物
台車 5台
カットベニヤ 4枚 殺道具
プラパール 5枚 殺道具
スノーホーン／炭酸ガスボンベ延長ホース 3本 殺道具
ポリバケツ（蓋付き）70L 4個 拠点用
内袋付きフレコンバック1t 10枚 殺道具
ヘルメット 26個 殺道具
ロープ150～200m 2本 殺道具
電殺機（本体） 1台 殺道具
電殺はさみ 1台 殺道具
電殺用耐電長靴／耐電手袋 1足/1双 殺道具
荷締めベルト 2個 殺道具
コンテナボックス⑧ － 殺道具
計量カップ 3個 消毒薬計量
ガス漏れ検知剤 3本 殺道具
ワイヤーブラシ 1個 殺道具
メジャー50m １個 殺道具
スリングベルト １個 殺道具
鼻ネジ 2個 殺道具



写真１ 資材の集約

写真２ 資材名の記載

２）資材積込み・輸送演習

初動時に動員予定の防疫支援班員 10 名で、

家保から発生農場に見立てた演習会場へ資材

を搬出し、資材確認、トラックへの積込みに

要した時間を計測した（写真３）。

輸送には、資材を過不足なく積載可能と目

算した、パワーゲート付き 4t トラック 1 台を

選択、手配は県トラック協会に依頼した。

写真３ 資材積込み

３）拠点設置・機材操作演習

今回は、発生農場が道路に面しており、拠

点設置場所を広く確保できないことを想定し、

道路に沿う形で拠点を設置した（図１）。拠点

設置時は、作業の参考となるように、拠点見

取図を掲示し、拠点テント内には防護服着脱

時の流れ等を記載した資料を掲示した（図２）。

拠点設置は拠点係長 1 名の指示の下、現地班

員 37 名が同時に作業した（写真４，５、６）。

荷下ろしと拠点設置に要した時間を計測し

た後、作業時に必要となる防護服の着脱演習、

動力噴霧器、バルーン投光器、発電機の操作

演習を行った（写真７）。

４）アンケートの実施

演習終了後に、演習に対する効果や改善点

等を確認するためアンケートを実施した。ア

ンケートでは、「設問 1 拠点設置はスムーズだ

ったか」、「設問 2 資材確認・積込みはスムー

ズだったか」、「設問 3 今後担当業務へ迅速に

取り組めそうか」及び「設問 4 演習内で役立

つと感じた内容」について尋ねた。

図１ 拠点見取図

図２ 防護服着脱時の資料（一部抜粋）



写真４ 荷下ろし

写真５ テント組立て・移動

写真６ 拠点設置

写真７ 動力噴霧器操作演習

成 績

１）各工程所要時間

トラック積込み前の資材確認には 5 分、ト

ラックへの積込みには 42 分を要した。会場で

の荷下ろしには 12 分、拠点設置には 47 分を

要し、全行程に 106 分を要する結果となった

（表２）。

２）アンケート結果

設問 1 に対しては 32 名、設問 2、3 に対し

ては 35 名、設問 4 に対しては 46 名から回答

が得られた。

各作業工程をスムーズに行うことができた

かの問いに対し、拠点の設置については 62%、

資材確認・積込みについては 69%ができたと

し、今後の業務担当への取組みについては、

74%が迅速にできると回答した（図３）。でき

なかったと回答した人からは、その理由とし

て、積込みやテントの組立てに時間がかかっ

た、指揮を執る人が少ない、拠点見取り図等

の掲示が少なく分かりにくい、作業分担が分

かりにくい等の意見が挙げられた（表３）。

特に役立つと感じた演習内容（複数回答可）

については、機材の使用方法が 67%と最も多

く、拠点設置、テントの組立て方、防護服着

脱方法についても約半数が役立ったと回答し

た（図４）。

表２ 各工程の所要時間計測結果

図３ アンケート結果①



表３ アンケート結果②

図４ アンケート結果③

考 察

資材をカゴ台車に集約し、資材外箱へ資材

名を記載、小物類をボックスにひとまとめに

するなど、分散して備蓄していた資材を集約

したことで、速やかに大量の資材を確認し、

積込み作業を開始することが可能となった。

一方、手配したトラックの容量に十分な余裕

が無く、資材の形状等を考慮せず積込んだ結

果、積直しが生じ、搬出までに時間を要して

しまった。この結果を受け、トラックは事前

に、県トラック協会と荷姿の確認を行った上

で、容量に余裕を持たせた手配が必要である

と考えられた。今回の資材量に対しては、4t

と 2t トラックを 1 台ずつ手配することで、十

分な容量を確保できることが演習により明ら

かになった。

拠点については、第 1 クールの防疫作業員

が農場に到着した時点で設置する計画として

いる。しかし、本演習で拠点設置に 47 分と時

間を要したことから、迅速な防疫作業開始に

は、防疫作業員の集合前に拠点設置を完了さ

せる必要があることが分かった。

また、アンケートにおいて、拠点設置時に

拠点係長からの指示が聞こえづらく、作業内

容が分からなかったという意見が見られた。

改善策として、防疫作業員が自立的に作業を

進められるよう、拠点全体図やテント内配置

図等、係長の指示を補う資料を複数箇所に明

示することや、拠点係長となる家保職員が自

身の業務を理解し、作業員全体へ明確に指示

を出せるようにスキルアップを図る必要があ

る。さらに、日頃から一般作業員が防疫作業

内容への理解を深められるように説明会を重

ね、係長の補助が可能な人員を育成していく

ことも必要である。

今後も演習を繰返し行い、演習内で明らか

になった課題を改善しながら、迅速な初動体

制の整備を進めていきたい。
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６ 特定家畜伝染病発生時の防疫拠点設置における 3D・CAD 活用の検討

中部家畜保健衛生所

〇梶原 一洋、田中 ちぐさ

要 約

静岡県では、豚熱や高病原性鳥インフルエンザの発生はないが、2021 年 12 月に他県の

発生に伴い豚熱の疑似患畜として殺処分が行われた。その際に、防疫拠点（以下拠点）に

おいて、休憩場所がない等の問題があったため、2022 年 10 月に静岡県特定家畜伝染病防

疫演習（以下、演習）で、拠点等の設置運営訓練を実施した。演習実施にあたり、新たに

3D-CAD ソフト（Fusion360）を活用し、3D 拠点配置図（以下、配置図）を作成した。3D-CAD

活用により、3D の特徴の一つであるイメージの共有の他、正確な配置図が作成でき、拠点

設置計画や拠点設置の際に、説明資料等としても有用で、演習でも正確に拠点設置が出来

た。また、演習後に、3 パターン（大、中、小）の配置図と必要な資機材リストを作成し

た。これにより、3D 配置図は防疫計画作成にも活用でき、より正確かつ効率的な拠点設置

につながると考えられた。

はじめに

豚熱は、国内で発生が継続しており、静岡

県でも、2021 年 12 月に他県での豚熱発生に

伴う疑似患畜として、2 農場の計 84 頭を殺処

分した。その際に、防疫拠点（以下拠点）に

休憩場所がないこと等が問題となった。そこ

で、2022 年 10 月 19 日に開催した静岡県特定

家畜伝染病防疫演習(以下、演習)で、拠点等

の設置運営訓練を実施した。問題解決の一つ

として、拠点設置計画及び実施に関して、新

たに 3D-CAD ソフト（Fusion360）を活用し 3D

拠点配置図（以下、配置図）を作成した。ま

た、配置図を有効活用する為、演習後に 3 パ

ターンの配置図と資機材リストを作成したの

で報告する。

材料と方法

１)3D-CAD ソフトによる配置図の作成

中部家畜保健衛生所管内の一貫経営養豚場

（繁殖豚 150 頭、肥育豚 1500 頭）で豚熱が発

生したことを想定し演習の計画を作成した。

拠点設置の計画作成にあたっては、3D-CAD ソ

フトを活用し 3D 拠点配置図を作成した。拠点

作成案は、静岡県豚熱及びアフリカ豚熱防疫

対応班別・係別マニュアルにある拠点設置例

を参考に作成した（図 1）［1］。ソフトウェア

は、オートデスク社が開発しているクラウド

ベースの 3D CAD(computer-aided design:コ

ンピュータ支援設計、 CAM(computer-aided

manufacturing:コンピュータ支援製造)、CAE

（ computer-aided engineering:計算機援用

工学）ソフトウェアである Fusion360 を活用

した。Fusion360 はサブスクリプションによ

る有償版と個人利用や非商用目的で使える機

能が限定された無償版があるが、今回は無償

版を活用した。3D-CAD は 2 次元図面を 3 次元

にコンピューター上で拡張したもので、建築

設計、インテリアデザイン、車の設計開発、

工業製品の設計、医療、都市計画作成など幅

広い分野で活用されている。以前はソフト自

体の価格やハードウエアの制約により導入が

難しかったが、現在では無料版のソフトと、

パソコンの能力向上により、パソコンとイン

ターネット環境下で使用可能となっている。

図１ 防疫拠点内配置図例

２)配置図の活用

演習を実施するにあたり多くの人の協力が



必要となる。今回作成した配置図を演習に参

加する防疫作業協定団体（日本建設機械レン

タル協会、静岡県トラック協会及び静岡県高

圧ガス溶材組合）や演習参加者への説明資料

として使用した。電話やメールによる説明は

随時実施し、対面による説明は、9 月 14 日 ：

日本建設機械レンタル協会静岡支部会員 A 社、

9 月 16 日 ：県防疫演習担当者会議、10 月 13

日：静岡県高圧ガス溶材組合 B 社、10 月 14

日 ：現地班に対して実施した。

３)アンケート調査

演習後、拠点設置を行った参加者へ、アン

ケート調査を実施した(n＝16)。アンケート内

容は、「防疫拠点設置に関して、3D の配置図

は有効だったか」、「実際の発生時にも、3D 配

置図の資料があった方がいいか」について、5

段階評価（5:有効・必要、4:どちらかと言え

ば有効・必要、3:どちらとも言えない、2:ど

ちらかと言えば有効でない・不要、1:有効で

ない・不要）とした。また、「3D の拠点配置

図の良かった点、悪かった点、改善した方が

図２ 拠点配置図（作成途中）

図３ 拠点配置図（完成）

いい点などを記載してください」との意見聴

取を実施した。

４)3 パターン（大・中・小）の拠点配置図及

び、必要資機材リストの作成

農場により拠点設置できる場所や面積等が

異なることから、演習後に 3 パターン（大・

中・小）の拠点配置図及び、必要資機材リス

トを作成した。大・中・小の拠点について、

配置図の構造は同様とし、それぞれ、着脱に

必要なテント、休憩に必要なテント、資機材

の保管に必要なテントの数等について、1 ク

ールあたりに動員される作業者の人数の想定

により区分し調整した（大：60 人、中：40

人、小：20 人）。

成 績

１)3D-CAD ソフトによる配置図の作成

テントなど既製品の連なる拠点設置におい

て、それぞれ設置する物の大きさが決まって

いるため、カタログ値（縦×横×高さ）やカ



タログの写真を参考に、正確な配置図が作成

できた。作成については、最初大まかな配置

図（図２）を作成し、その後徐々に詳細な配

置図へと修正した（図３）。

２)配置図の活用

演習計画を作成する上で拠点の大きさや配

置図が必要となった。3D-CAD ソフトで作成す

ることによって正確な大きさで配置図が作成

できたことから、どこに、どのような向きで

拠点を設置するか検討するのに活用できた

(図４,５)。

図４ 拠点の計測と拠点の大きさ

図５ 演習会場と拠点配置図

また、完成した配置図は自由な視点から配

置図内外部を確認でき、資機材の配置や量の

確認に活用できた（図６）。

拠点設置に必要な資機材の多くはレンタル

品となり、業務委託先の業者との契約が必要

となる。仕様書（目的、開催日時、会場、委

託する業務の内容、留意事項など）の作成に

あたり、3D 配置図を活用することにより、仕

様書の内容確認や設置イメージを共有するこ

とができた（図７）。

現地班への説明では、短時間でイメージの

共有ができた。演習時の拠点設置では細部の

説明は必要であったが計画どおり設置できた

（図８）。

図６ 拠点の内部構造の 3D イメージ図

図７ 配置図と物品名称

図８ 3D 図面と演習写真の比較

３)アンケート調査

アンケート調査の結果、「防疫拠点設置に関

して、3D 配置図は有効だったか」について、

「有効」が 19％、「どちらかと言えば有効」

が 38％、「どちらともいえない」が 44％で、

「実際の発生時にも、3D 配置図の資料があっ



た方がいいか」の問いに対し、「必要」が 19％、

「どちらかと言えば必要」が 50％、「あって

もなくてもいい」が 13％、「どちらかと言え

ば不要」が 6％、「不要」が 13％だった。

「3D の拠点配置図の良かった点、悪かった

点、改善した方がいい点などを記載してくだ

さい」という問いに対して、「平面図よりも

イメージし易く、どこに何を置くのか等わか

りやすかった」、「構造的に見やすかったが、

資料は減らしたほうがいい」、「現地で拠点を

設置する時に配置図を掲示してほしい」等の

意見があった。

４)3 パターン（大・中・小）の拠点配置図及

び、必要資機材リストの作成

3 パターンの拠点配置図を作成した（図９）。

防疫拠点は農場に合わせた規模が必要となる。

農場に動員される人数から、必要とされる拠

点の広さや必要機材の配置を確認できるよう

にした。また、その拠点に必要な資機材リス

ト作成した（表１）。配置図等については、防

疫対応班別・係別マニュアルに掲載し、これ

により、防疫計画作成の際にも迅速に対応で

きるようにした。

図９ 3 パターンの拠点配置図

考 察

防疫拠点は各資機材が既製品で構成されて

いるため、それぞれの大きさや形を事前に把

握することができ、正確な配置図が作成でき

る。これにより、拠点設置に必要な面積や配

置が算出可能で、演習計画作成、各資機材の

設置場所や必要資機材の算定に役立った。ま

た、3D にすることで、イメージの共有が容易

になった。アンケート調査により 69％の人が

実際の発生時にも「必要」または「どちらか

と言えば必要」と回答があった。ただし、別

角度からの図もあった方がいい、現地で設置

する際に大きな配置図を設置して欲しい等の

意見もあり、最適な資料の量や内容とするに

はさらなる工夫が必要と思われた。

発生時に拠点設置を適切に行うためには事

前の準備が必須である。今回 3 パターンの配

置図とそれに必要な資機材リストを作成した。

防疫計画の作成にあたって、この配置図を農

場毎に修正することで、適正な拠点配置図と

必要物品のリストが作成でき、拠点設置や拠

点内での作業内容の把握に役立つと考えられ

る。
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表１ 各拠点作成に必要な資機材リスト

拠点大 拠点中拠点小

1 ユニットハウス 4坪　エアコン付き 1 0 0 ○

2 組込み分電盤
「名称：電灯用分電盤　メーカー：シンテクノ　型式PLE-75-2F」と
同等品

1 0 0 ○

3 分電盤スタンド 1 0 0 ○
4 会議用テーブル（大） W1800×D450×H700mm折りたたみ式 14 10 7 ○
5 パイプイス パイプ式 30 20 12 ○
6 電工ドラム 100V 屋外用 3 3 2 ○
7 テント 2間×3間（3.6m×5.4m）、白天幕 10 8 4 ○
8 テント雨どい 3間 8 8 4 ○
9 テントウエイト 30kg 90 37 23 ○
10 テント横幕 2間　白 17 8 4 ○
11 テント横幕 3間　白 2 4 4 ○
12 トイレ簡易水洗　大小兼用 最終し尿汲み取りを含む、初期給水含む 3 3 2 ○

13 発電機5.5KVA
「5.5KVA  メーカー：ヤンマーディーゼル」と同等品
※燃料を入れた状態で納品すること

2 2 1 ○

14
バルーン式投光機
（ガソリン式）

「名称：バルーン投光器　メーカー：ヤンマーディーゼル（株）　型
式PLE-75-2F」と同等品　※燃料を入れた状態で納品すること

2 2 2 ○

15
バルーン式投光機
（電気式）

「名称：LEDバルーン投光器（400W 100V メーカー：ヤンマー
ディーゼル（株））　」と同等品

2 2 2 ○

16 ホワイトボード 1.8m×0.9m 2 1 1 ○

17 野外手洗いユニットポンプ式
「名称：Kシンク/フットペダル式（タンク容量100L） メーカー：日野
産業」と同等品、初期給水含む

1 1 1 ○

18 無線機 単体　10mW422MHz ○

19 スタンドファン
「名称：ミスト型扇風機（噴霧量4L/h）メーカー：（株）スイデン」と
同等品

2 1 1 ○

20 クールミスト
「名称：ミスト型扇風機（噴霧量4L/h）メーカー：スーパー工業
（株）or 山彦レンテックス（株）」と同等品

2 1 1 ○

21 物品棚 (W×L×D)180×60×120cm、長靴やサンダルが置ける物 4 4 0 ○
22 樹脂パレット (W×L×D)1,100×1,100×150mm 72 58 25 ○
23 カラーコーン ソフトスマートコーン/赤白 20 20 10 ○
24 コーンバー 長さ2m 20 20 10 ○
25 LEDランタン （W×L×D）125×125×250mm程度　電池式 16 13 8

26 カゴ台車
「ヤマトインダストリーL型ロールコンビテナーKRC50J-PI」と同等
品

5 5 3

27 踏み込み消毒槽 2 2 2
28 ブルーシート 厚手　3.6×5.4ｍ 7 6 3
29 掛け時計 3 2 2

個数
No 資材名 規格 レンタル


